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　９月定例会は、９月１日から２６日までの２６日間で開催されました。議案２８

件、請願１件、陳情４件、継続審査１件、意見案２件について審議を行い、

最終日９月２６日に全て審議が終了しましたので、その内容を報告致します。

●請願・陳情

採決結果　◆請願・陳情件名

採　　択富津中学校新校舎早期建設に関する請願書

不 採 択安全でゆきとどいた医療・看護をするために、看護職員の人手不足の緊急改善を求める陳情

採　　択「農地・水・環境保全向上対策」に関する陳情

採　　択「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択を求める陳情書

採　　択ＷＴＯ農業交渉に関する意見書の提出を求める陳情書

採　　択富津中学校新校舎早期建設に関する陳情書

　◆意 見 案

可　　決義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書について

可　　決ＷＴＯ農業交渉に関する意見書について

亀田浄水場

●富津市水道事業会計補正予算（第1号） （単位：千円）

収　　益　　的　　支　　出

総額補正額既決予定額補正要因

1,553,7764,0441,549,732人事異動に伴う人件費

資　　本　　的　　収　　入

総額補正額既決予定額補正要因

405,610642404,968亀田浄水場の耐震診断

資　　本　　的　　支　　出

総額補正額既決予定額補正要因

797,243△2,576799,819人事異動に伴う人件費

●市道路線の変更

認定・廃止理由終　点起　点路線名

青堀駅周辺地区都市再生整備計画二間塚字北笹塚1231番２地先下飯野字御門口241番地先役場五区線廃止

〃二間塚字樋ノ口982番１地先下飯野字御門口241番地先役場五区線認定

〃二間塚字北笹塚1231番２地先二間塚字南笹塚1344番３地先旧役場五区線認定

〃青木字上入部谷923番１地先青木字稲荷山1174番地先石原青木４号線認定

都市計画道路二間塚大堀線の整備大堀字東原1749番１地先大堀字坂口1631番５地先坂口東原線廃止

〃大堀字坂口1631番30地先大堀字坂口1632番３地先坂口２号線認定

〃大堀字坂口1634番７地先大堀字坂口1651番２地先坂口線廃止

〃大堀字東原1749番１地先大堀字坂口1651番２地先坂口線認定

宅地開発事業により整備された路線大堀字東原1750番１地先大堀字東原1695番77地先大堀東原１号線認定

〃大堀字東原1695番84地先大堀字東原1695番89地先大堀東原２号線認定

〃大堀字東原1695番104地先大堀字東原1695番101地先大堀東原３号線認定

〃大堀字東原1695番16地先大堀字東原1695番56地先大堀東原４号線認定

〃大堀字東原1695番64地先大堀字東原1695番74地先大堀東原５号線認定

〃大堀字東原1695番65地先大堀字東原1695番46地先大堀東原６号線認定

路線整備富津字中下洲原2400番５地先富津字雪台東1079番２地先浜町下洲線廃止

〃富津字中下洲原2400番９地先富津字雪台東1079番２地先浜町下洲線認定
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平成１８年9月　定例会
●国民健康保険条例の一部改正

　健康保険法の改正に伴い、70歳以上

で現役並みの所得のある人の負担が、

２割から３割に引き上げられます。

『現役並み所得者』の基準

税制改正後税制改正前

変化なし

ただし、控除の見直しに
より該当者が増えている

145万円以上
課税所得

520万円以上621万円以上70歳以上が複数いる世帯収
入 383万円以上484万円以上70歳以上が１人の世帯

『支給額改正』

施行期日改正後改正前給付名

平成18年10月350,000円300,000円出産育児一時金

平成19年４月70,000円100,000円葬祭費

●一般会計及び特別会計補正予算

富津市一般会計補正予算（第２号） （単位：千円）

総額補正額補正前の額補正要因

15,442,441△11,22715,453,668人事異動に伴う人件費

富津市一般会計補正予算（第３号） （単位：千円）

総額補正額補正前の額補正要因

15,464,49222,05115,442,441富津中学校校舎改築事業

富津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） （単位：千円）

総額補正額補正前の額補正要因

6,011,638328,6385,683,000
高額医療費の対象医療費30万円以
上を新たに追加する

富津市老人医療特別会計補正予算（第１号） （単位：千円）

総額補正額補正前の額補正要因

4,251,025△72,4904,323,515平成17年度老人医療費の精算

富津市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） （単位：千円）

総額補正額補正前の額補正要因

3,159,82283,3363,076,486
平成17年度介護保険給付費確定
に伴う公費負担分の返還金など

　出産育児一時金及び葬祭費の支給

額が改正されます。

●重度心身障害者・精神障害者医療費の給付に関する条例の改正

障害者自立支援法の施行に伴い、入院と通院の

助成のバランスをとるために、入院時食事療養

費等を助成の対象外とする条例の一部を改正

しました。

障害者自立支援法の施行に伴い、障害者自立支

援医療のうち、負担の増えた精神障害者の通院

医療費分についても助成対象とした条例の一

部を改正しました。

重度心身障害 精神障害者
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環境のこと

資源ごみの減少と焼却量の増加

平成16年と比較し、資源ごみの減少と焼却量の

増加の原因は、市民生活と経済状況の向上と

ペットボトルの普及と考えられます。

リサイクルの推進について意見がありました。

不法投棄対策事業

10人の監視員が延べ30回／月の監視を実施して

います。

監視体制を充実し、山積みが大きくならないう

ちに対応できるよう意見がありました。

花いっぱい運動

市民憲章事業で、各地区の人が集まるところに

設置しています。各地区で花植え運動が展開さ

れており、運動が広がるよう市民に声かけをし

ていきたいと考

えます。

市民福祉のこと

保育所の民間移管事業

今年度実施した青堀保育所の民間移管は現在の

ところ苦情等もなく、順調に推移しています。

今後の民間移管は、青堀保育所の内容を一定期

間検証し、平成21年に飯野保育所，平成23年に

中央保育所を計画しています。

栄養改善事業について

栄養教室を卒業した方などを対象に実施したが、

対象者の範囲を拡大し、継続した健康管理をど

のようにするか

考え事業を進め

ます。

道路維持事業

道路の補修については要望

の６～７割程度の対応はし

ています。今後も予算の範

囲で効率的に進めていきま

す。

道路維持補修費を拡大して

ほしいという意見がありま

した。

都市再生整備事業と都市計画税

青堀駅周辺の整備をまちづ

くり交付金等で取り組んで

いるが、都市計画の事業認

可を踏まえ、現在内部で検

討を進めているところです。

消防のこと

消防庁舎の耐震化

耐震診断の結果、南北

のゆれに弱いという結

果がでました。今年度

は消防庁舎整備促進検

討委員会で改修・改築

等の条件を検討してい

ます。

消防操法大会への支援

市を代表して君津支部

大会に出場する分団は、

照明設備や水抜き装置

などを分団の負担で準

備しているが、支援に

ついて今後検討してい

きます。

市役所のこと

窓口等での接遇の向上

県自治専門校指導者養成研修の受

講により接遇の講師を養成し、市内

部で職員に対して接遇研修を実施

しています。市民に対する接遇は

向上していると考えています。

庁舎内での省エネの取り組み

光熱費の節減対策として、昼休み

の消灯や窓際の蛍光灯を外すなど

の取り組みをしています。今年度

から庁舎の電力契約の見直しによ

り、年間100万円の節減を予定し

ています。

職員の飲酒運転の処罰

懲戒処分規定により審査会で処分

を決定します

価と次年度予算などへの反映を目的に決算

審査を行ないます。審査の結果、６会計全

てが認定されました。

　審査のなかで質問のあった項目のうち、

主なものをここで紹介します。

̱ま̱̹ȃ

道道道路路とと

まちづくまちづくりりのこのことと

審査を終えて委員長から一言

決算審査特別委員会　委員長　鈴木 敏雄

　議会は、審議、政策の場として「是々非々」の態度で臨み、

大いに議論し、事が決まったなら車の両輪のように市長と協

力し合うことが大切であります。委員会は３日間委員の協

力のもとに、来年度予算につながる白熱した議論がなされた

と思います。
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産業振興のこと

農作物被害対策事業

イノシシ，猿，シカに加え、狸やハクビシンな

どの被害も出てきています。被害調査は区長を

通して実施し、有害鳥獣対策協議会の駆除隊に

よるおりの設置などで対応しています。被害の

状況により更に県へ要望をしていきます。

水産振興事業の補助金

貝類種苗（アサリ）放流事業は特殊な事業であり、

アサリが非常に少なくなってきていることなど

から引き続き実施していきます。

中小企業融資対策事業

平成17年から融資枠の

拡大と、期間短縮のた

め審査会を廃止した結

果、融資額が大幅に増

えました。

教育のこと

小中学校の校舎耐震化

本年度に耐震化の終わっていない全ての学校の

耐震化優先度調査を実施し、３月までに結果が

出ます。耐震診断を実施する校舎の選定と当初

予算への反映は難しいが、見込みで進め、４月

以降に耐震診断実施に入れるよう進めます。

文化財の保護

古墳などの文化財保護にもっと予算を付けられ

ないか意見がありましたが、当面は現状通り進

めるという回答でした。

家庭教育支援事業

小中学校の保護者が主体的に家庭を中心とした

子どもたちの健全育成を図る事業です。平成17

年度は市内６校で実施しました。家庭教育の重

要性から事業の拡充を図ります。

平成17年度決算 （単位：千円)

決　算　額当　初
予算額

会　計　名
差引額歳　出歳　入

475,53117,200,46817,675,99917,721,000一 般 会 計

323,4265,529,9465,853,3725,317,000
国 民 健 康
保 険 事 業

特
 別
 会
 計

5,0004,166,8664,171,8664,451,591老 人 医 療

83,8832,658,5242,742,4072,527,000介護保険事業

差引額支　出収　入当初予算額会　計　名

▲4001,461,1961,460,7961,572,164
水道事業会計
収益的収支

企
 業
 会
 計

▲305,993704,096398,103697,524
水道事業会計
資本的収支

▲2671,5351,2682,041
温泉供給事業
収益的収支

▲6,1436,14306,197
温泉供給事業
資本的収支

水道事業会計収益的収支決算額は消費税及び地方消費税を抜いた額です。
企業会計当初予算額は支出予算額です。

平成17年度徴収状況 （単位：千円)

収入未済額収入済額調定額税 目

265,1472,679,5182,968,266市 民 税

582,9056,533,3617,187,747固定資産税

802,7372,031,0362,919,346
国 民 健 康
保 険 税

13,296400,810418,206介護保険料

調　定　額：決定した税額等
収 入 済 額：納入された税金等
収入未済額：未だ納められていない税金等

類等の吟味・精査（監査報告書として提出）

とは異なり、予算が適正に効率的に執行さ

れたかどうか、それによってどのように行

政効果が発揮できたか、それをうけて、今

後の行財政運営においてどのような改善工

夫がなされるべきであるかについて、さま

ざまな角度から質問することで、事業の評

　決算書，成果報告書，監査報告書をもと

に、議会中に設置された決算審査特別委員

会（11名）において、平成17年度決算の審

査を行ないました。富津市では一般会計の

ほか、３つの特別会計と２つの企業会計の

計６会計があります。

　議会では、監査委員が行う数字や関係書

納税は国民の義務です！

ちゃんと納めましょう。
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自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

教
育
環
境
整
備
な
ど
の

質
問
を
し
ま
し
た
。

問
　
先
ず
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た

し
ま
し
た
。

市
長
　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
生
産
性

の
高
い
優
良
な
農
地
の
活
用
を
図
る
た

め
、
認
定
農
業
者
等
を
中
心
と
す
る
農

地
の
利
用
集
積
を
図
り
、
経
営
規
模
の

拡
大
と
安
心
・
安
全
を
基
調
と
す
る
環

境
保
全
型
農
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

付
加
価
値
を
つ
け
た
農
産
物
の
生
産
を

目
指
し
魅
力
あ
る
農
業
の
確
立
と
担
い

手
の
育
成
に
努
め
る
。

　
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
広
大
な
森

林
で
成
長
し
た
原
木
を
活
用
し
た
原
木

シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
奨
励
し
て
い
く
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
就
業

者
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
漁
港
施
設

整
備
と
維
持
管
理
を
行
う
。
ま
た
安
定

し
た
漁
獲
量
を
確
保
す
る
た
め
の
魚
介

類
の
種
苗
放
流
事
業
を
行
う
な
ど
、
栽

培
漁
業
の
振
興
と
ノ
リ
の
高
品
質
化
を

目
指
す
関
連
施
設
整
備
事
業
を
推
進
す

る
。
更
に
は
こ
れ
ら
の
産
業
と
結
び
つ

け
た
観
光
の
振
興
に
、
自
然
環
境
と
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
の

推
進
に
努
め
る
。

経
環
部
長
　
今
後
の
農
業
振
興
は
、

ふ
っ
つ
育
ち
農
産
物
の
認
証
制
度
の
更

な
る
推
進
を
進
め
る
な
ど
、
ふ
っ
つ
ブ

ラ
ン
ド
の
創
出
に
努
め
る
と
と
も
に
地

産
地
消
を
基
調
と
し
て
取
り
組
む
。
ま

た
１
．
５
次
産
業
に
よ
る
付
加
価
値
を

つ
け
る
な
ど
で
新
し
い
特
産
品
の
開
発

や
ブ
ラ
ン
ド
品
の
創
出
を
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
広
報
紙
な
ど
で
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
、
農
畜
産
物
の
販
売
の
拡
大
を

図
る
。

問
　
次
に
学
校
の
施
設
整
備
と
学
校
統

廃
合
の
整
合
性
に
つ
い
て
と
対
外
的
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
教
育
に
つ
い
て
お
伺
い

い
た
し
ま
し
た
。

教
育
長
　
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
実
施
の
優
先
度
調
査
の
結

果
を
待
っ
て
緊
急
度
を
有
す
る
学
校
か

ら
随
時
整
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
安
心
・
安
全

の
確
保
対
策
を
進
め
て
い
く
。
更
に
大

規
模
改
修
あ
る
い
は
改
築
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
学
校
統
廃
合
等
を
考
慮
し
た

中
で
考
え
て
い
く
。
具
体
的
に
は
今
回

の
優
先
度
調
査
、
耐
震
化
診
断
と
進
め
、

農
産
物
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

問
　
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

市
と
し
て
生
産
者
の
た
め
に
、
も
っ
と

で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
。

経
環
部
長
　
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、

市
は
全
面
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
の
施
設
整
備
と
統
廃
合
の
整
合
性

問
　
中
学
校
の
統
廃
合
の
検
討
は
。

教
育
長
　
市
内
の
小
中
学
校
す
べ
て
を

視
野
に
入
れ
て
見
て
い
く
。

問
　
統
廃
合
は
、
交
通
手
段
・
財
源
を

含
め
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
ま

ち
づ
く
り
全
体
で
考
え
る
段
階
と
思
う

が
、
市
長
部
局
の
考
え
方
は
。

助
役
　
教
育
部
だ
け
の
議
論
で
検
討
し

て
い
る
が
、
早
急
に
全
庁
体
制
で
協
議

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
　
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、

１
校
ず
つ
の
耐
震
化
の
方
針
か
ら
、
問

題
の
あ
る
学
校
全
て
の
耐
震
化
を
行
う

方
針
に
変
わ
っ
た
。
事
業
計
画
に
見
込

ん
で
い
な
い
財
源
の
か
か
る
事
業
で
あ

り
、
他
の
事
業
へ
の
影
響
も
含
め
、
こ

れ
も
全
庁
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
事
業
選
択
の
方
針
は
。

市
長
　
子
供
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
考

え
校
舎
の
耐
震
化
を
優
先
的
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
に

対
す
る
財
源
、
人
事
に
も
対
応
す
る
。

先
ず
耐
震
化
４
校
、
更
に
翌
年
に
４
校

と
進
め
る
中
で
耐
震
化
、
補
強
、
大
規

模
改
修
等
、
そ
の
都
度
必
要
に
応
じ
て

進
め
て
い
く
。

　
次
に
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
教
育

に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
小
中

15

学
校
で
「
小
中
連
携
教
育
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
教
育

委
員
会
の
研
究
指
定
の
も
と
、
各
中
学

校
区
ご
と
に
小
中
が
連
携
し
教
育
に
あ

た
る
、
富
津
市
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
で
あ
る
。

問
　
次
に
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
、

市
長
の
役
割
、
使
命
に
つ
い
て
お
伺
い

い
た
し
ま
し
た
。

市
長
　
市
長
に
就
任
以
来
一
貫
し
て
誠

実
、
対
話
、
実
行
に
よ
り
「
よ
り
よ
い

富
津
市
づ
く
り
」、「
い
き
い
き
と
し
た

富
津
市
づ
く
り
」
に
全
力
を
注
い
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠
意
、
各

世
代
、
各
層
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
不
退
転
の
決
意
で
努
力
し
て
い
く
。

原木シイタケ栽培

大規模改造された富津小学校校舎

鈴木　幹雄

議員

関
連
質
問
　
中
後
 淳
 議
員

新世紀の会
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世
紀
後
半
の
日
本
は
、
早
く
、
安

20
く
、
便
利
、
効
率
を
追
求
し
、
経
済
的

に
は
繁
栄
し
た
が
、
人
間
性
の
喪
失
、

地
域
の
荒
廃
、
環
境
汚
染
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、　

世
紀
は
急
ぐ
社

21

会
か
ら
物
と
心
を
大
切
に
、
急
が
な
い

社
会
を
目
指
し
、
ゆ
っ
た
り
、
豊
か
な

心
と
い
っ
た
生
活
の
ゆ
と
り
や
質
の
高

さ
を
求
め
て
行
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ

に
都
会
と
違
う
価
値
を
作
り
出
す
こ
と

が
、
地
方
と
し
て
生
き
残
る
方
向
で
あ

る
。
地
方
の
価
値
と
し
て
「
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
」
を
根
付
か
せ
、
体
現
者
と
し
て

生
活
す
る
。
そ
ん
な
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に

基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

問
　
６
月
に
複
合
施
設
整
備
の
報
告
が

あ
っ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
体
制
の
取
組

み
、
活
用
に
は
言
及
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
図

書
館
像
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
長
　
図
書
館
は
読
書
の
場
で
あ
り
、

市
民
の
生
涯
学
習
の
要
求
に
答
え
る
情

報
提
供
の
場
と
し
て
重
要
な
施
設
。
２

公
民
館
、
市
民
会
館
と
移
動
図
書
館
で

運
営
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
は
、
従
来
の

サ
ー
ビ
ス
に
、
調
査
研
究
へ
の
支
援
、

地
域
の
問
題
解
決
や
地
域
の
振
興
を
図

る
こ
と
が
新
た
な
役
割
り
。
そ
の
為
に
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
学

校
と
の
連
携
な
ど
あ
る
が
、
今
後
、
検

討
会
や
懇
談
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
学
校
は
地
域
の
文
化
拠
点
。
学
校

の
図
書
室
も
地
域
の
貴
重
な
空
間
で
あ

る
。
学
校
の
図
書
室
の
現
状
は
？

教
育
長
　
小
学
校
６
６
，
９
７
８
冊
、

中
学
校
２
８
，
８
２
０
冊
、
合
計
９
５
，

７
９
８
冊
。
学
校
図
書
館
図
書
標
準
達

成
率
、
小
学
校
　
％
、
中
学
校
　
％
。

83

68

図
書
の
購
入
は
、
小
学
校
　
万
円
、
中

263

学
校
　
万
円
、
合
計
　
万
円
。
児
童
生

143

406

徒
１
人
当
り
約
１
０
２
０
円
で
す
。

問
　
学
校
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
市
の

図
書
室
を
含
め
た
連
携
に
つ
い
て
は
？

教
育
長
　
研
究
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
内
の
学
校
司
書
の
現
状
は
？

教
育
長
　
司
書
教
諭
の
い
な
い
学
校
は

２
校
。
早
い
機
会
に
解
決
し
た
い
。

問
　
市
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
図
書
の
寄
付
を
お
願
い
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
人
材
の
養
成
に
も
な
る
の
で
は
。

教
育
部
長
　
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　
図
書
の
収
納
能
力
に
つ
い
て
は
？

教
育
部
長
　
本
棚
に
納
ま
っ
て
い
る
開

架
冊
数
は
、
富
津
公
民
館
１
０
，
５
０

０
冊
、
中
央
公
民
館
７
，
６
０
０
冊
、

市
民
会
館
７
，
６
０
０
冊
、
移
動
図
書

館
２
，
５
０
０
冊
、
合
計
２
８
，
２
０

０
冊
。
開
架
で
き
な
い
図
書
は
、
各
公

民
館
の
倉
庫
・
峰
上
出
張
所
等
に
保
管
。

問
　
学
校
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
、

地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の
学
校
の
使

い
方
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
富
津
市
複
合
施
設
整
備
基
本
計
画
策

定
懇
談
会
委
員
の
委
員
構
成
は
？

教
育
部
長
　
公
募
に
よ
る
市
民
、
市
議

会
議
員
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
方
、

学
識
経
験
者
を
予
定
し
て
い
る
。

　
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
図
書
館
と

保
健
活
動
の
拠
点
と
な
る
健
康
福
祉
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ
持
つ

施
設
の
整
備
基
本
計
画
策
定
に
関
し
て
、

幅
広
い
視
点
か
ら
の
意
見
や
助
言
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

要
望
　
学
校
と
の
連
携
も
考
え
、
校
長

会
も
委
員
候
補
と
し
て
検
討
を
。

　
今
ま
で
に
無
い
も
の
を
作
る
に
は
、

そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要
。
ま
だ
整
備

す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
の
で
、
施
設
を

建
設
し
て
か
ら
で
な
く
、
開
館
時
点
か

ら
十
分
機
能
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
機
能
の
現
状
と

次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
充
実
に
つ
い
て

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
つ
い
て

問
　
具
体
的
な
進
行
管
理
に
つ
い
て
。

市
長
　
昨
年
　
月
と
本
年
７
月
に
推
進

12

会
議
を
開
催
。
今
後
は
、
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
幹
事
会
及
び
庁
内
会
議

で
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
人
口

増
加
策
等
の
重
要
案
件
は
推
進
会
議
に

図
り
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
現
事
業
を
熟
成
さ
せ
る
に
は
い
い

が
、
中
身
が
大
き
く
変
る
事
は
無
理
。

　
例
え
ば
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
は
、

富
津
市
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
考
え
れ
ば
、

義
務
教
育
終
了
ま
で
と
い
っ
た
発
想
を

持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
が
。

福
祉
部
長
　
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
は
、

８
月
に
拡
大
し
た
。
助
成
内
容
の
拡
大

は
、
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
子
ど
も
に
関
す
る
業
務
を
１
つ
に

し
た
子
ど
も
課
の
よ
う
な
、
生
活
実
感

に
会
わ
せ
た
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

総
務
部
長
　
市
民
に
わ
か
り
易
い
方
向

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学校図書室内部の風景

富津市次世代育成支援行動計画

いいじゃないかふっつ

平野　明彦

議員

賢政会
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次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

人
口
増
加
施
策
と
広
告
収
入

な
ど
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
　
計
画
一
年
目
の
成
果
に
つ
い
て
。

市
長
　
一
七
一
件
の
事
業
に
対
し
未
実

施
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
成
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
一
年
を
経
過
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
顕
在
化
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
本
市
の
人
口
減
少
の
分
析
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
年
齢
階
層
別
の
分
析
で
す
が
、

住
民
基
本
台
帳
人
口
及
び
外
国
人
登
録

者
人
口
は
四
月
一
日
現
在
の
年
一
回
の

統
計
数
値
を
基
本
資
料
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
一
層
の
人
口
動
態
分
析

が
必
要
と
考
え
そ
の
資
料
収
集
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
り
作
り
上
げ
た
市
民
の
為
の
計

画
で
あ
る
行
動
計
画
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

で
事
業
の
見
直
し
を
的
確
に
行
い
、
ひ

い
て
は
人
口
の
増
加
に
繋
げ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ

い
て
今
後
の
計
画
は
。

福
祉
部
長
　
子
育
に
お
い
て
は
、
支
援

セ
ン
タ
ー
が
重
要
で
あ
り
、
平
成
　
年
21

の
三
ヶ
所
の
目
標
に
向
け
最
大
の
努
力

を
払
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

近
隣
四
市
の
中
で
比
較
を
し
た
と
き
に
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長
　
近
隣
市
と
の
差
に
つ
き
ま

し
て
は
、
３
才
児
以
上
の
通
院
に
つ
い

て
本
市
で
は
対
象
と
し
て
い
な
い
点
で

あ
り
、
こ
れ
が
格
差
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
所
が
現
在
の
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問
　
子
育
て
支
援
の
計
画
が
あ
る
中
で

こ
の
よ
う
な
差
を
な
く
す
為
に
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

福
祉
部
長
　
こ
の
格
差
に
つ
き
ま
し
て

は
、
な
る
べ
く
早
い
時
点
で
解
消
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
口
増
加
施
策

問
　
社
会
的
要
因
に
よ
る
移
動
状
況
の

把
握
は
？
内
容
把
握
は
？
居
住
地
域

別
・
性
別
、
年
齢
別
・
理
由
別
の
移
動

状
況
は
？

政
策
部
長
　
把
握
し
て
い
な
い
。
理
由

別
移
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本

台
帳
法
上
の
扱
い
の
中
で
転
出
入
に
つ

い
て
は
理
由
を
付
す
こ
と
は
規
定
さ
れ

て
い
な
い
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
集
計
す
る
こ

と
に
よ
り
、
富
津
市
の
人
口
の
社
会
的

増
減
の
内
容
が
把
握
で
き
る
と
思
う
が
、

内
容
の
把
握
に
つ
い
て
調
査
、
集
計
を

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
？

政
策
部
長
　
年
齢
・
性
別
、
地
域
別
の

人
口
に
つ
い
て
は
可
能
だ
と
思
う
が
、

理
由
別
の
人
口
に
つ
い
て
は
住
基
法
の

移
動
状
況
に
つ
い
て
は
理
由
は
記
す
必

要
が
な
い
の
で
、
不
可
能
と
考
え
る
。

問
　
転
出
の
と
き
に
理
由
を
書
い
て
も

ら
う
こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い
の
か
？

政
策
部
長
　
住
基
法
で
は
不
可
能
だ
と

解
釈
し
て
い
る
。

問
　
他
自
治
体
で
は
手
法
は
不
明
だ
が
、

移
動
理
由
を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
ど
の
要
因
が
一
番
多
い
の
か

把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
実
際
に
あ
る

が
、
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
？

福
祉
部
長
　
任
意
な
協
力
と
い
う
部
分

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
つ
な
が
る
の
で
、

十
分
検
討
し
た
な
か
で
進
め
て
い
く
。

広
告
収
入
な
ど
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
　
広
告
収
入
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

の
理
解
と
検
討
が
さ
れ
て
い
る
か
？
過

去
の
経
緯
は
？

財
政
部
長
　
現
在
、
具
体
的
な
検
討
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
過
去
に
は
広
報
紙

に
広
告
を
載
せ
て
広
告
収
入
を
得
よ
う

と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
が
、
途
中
で
挫

折
し
て
い
る
。

問
　
担
当
部
長
の
考
え
は
？

政
策
部
長
　
広
告
収
入
等
に
よ
り
紙
面

が
多
く
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
積

極
的
に
取
り
入
れ
た
い
。

財
政
部
長
　
市
財
政
サ
イ
ド
と
し
て
は
、

少
し
で
も
財
源
を
得
た
い
と
考
え
る
。

問
　
市
長
の
考
え
は
？

市
長
　
有
効
な
財
源
確
保
と
い
う
こ
と

で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大野　裕二

議員

岩本　朗

議員

富津市「1.03」は国や県よりも早く少子化が進行している

富津市のホームページ

合計特殊出生率
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問
　
大
堀
地
先
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
。

市
長
　
総
体
的
に
整
備
が
遅
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
緊
急
に
対
応
を

図
る
必
要
な
場
所
は
、
現
場
状
況
等
を

考
慮
し
た
中
で
整
備
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
今
年
度

か
ら
着
手
す
る
川
岸
富
津
公
園
線
の
工

事
を
含
め
、
緊
急
性
を
勘
案
し
た
中
で

地
元
区
長
を
初
め
地
権
者
の
理
解
、
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
考
え
で
い

る
。

問
　
粉
じ
ん
対
策
に
つ
い
て
。

市
長
　
去
る
６
月
定
例
市
議
会
で
も
御

質
問
を
い
た
だ
い
た
が
、
大
規
模
事
業

所
に
対
し
、
法
的
に
監
視
す
る
立
場
に

あ
る
千
葉
県
大
気
保
全
課
に
会
議
や
打

ち
合
わ
せ
等
を
通
じ
て
本
市
の
現
状
を

伝
え
、
指
導
等
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
害
防
止
協
定
を
結
ん
で
い
る

の
で
、
今
後
と
も
、
県
を
通
じ
て
事
業

者
に
申
し
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

問
　
測
定
場
所
に
つ
い
て
。

経
環
部
長
　
測
定
箇
所
を
、
君
津
よ
り

に
一
箇
所
増
設
す
る
こ
と
で
現
在
検
討

し
て
い
る
。

問
　
青
堀
駅
の
整
備
に
つ
い
て
。

市
長
　
千
葉
県
Ｊ
Ｒ
複
線
化
等
促
進
期

成
同
盟
と
連
携
し
、
毎
年
、
Ｊ
Ｒ
へ
要

望
を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
で
は
利
用

客
が
見
込
め
な
い
運
行
区
間
の
施
設
整

備
は
非
常
に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
ん
で
い

る
状
況
で
あ
る
が
、
富
津
市
第
２
次
基

本
計
画
「
い
き
い
き
富
津
５
か
年
プ
ラ

ン
」
に
あ
る
よ
う
に
、
鉄
道
利
用
者
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
駅
ホ
ー
ム
及
び

跨
線
橋
へ
の
屋
根
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

調
整
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
い
る
。

ま
た
、
青
堀
駅
は
富
津
市
６
駅
の
中
で

一
番
乗
降
客
が
多
く
、
企
業
の
関
係
、

通
学
、
通
勤
の
関
係
も
あ
り
、
大
貫
、

上
総
湊
つ
い
て
も
、
学
校
の
関
係
が
あ

る
の
で
、
こ
の
３
つ
に
つ
い
て
は
特
に

上
屋
に
つ
い
て
は
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
の
環
境
保
全
対
策
と

観
光
振
興
に
つ
い
て

問
　
市
内
高
溝
の
管
理
型
最
終
処
分
場

か
ら
高
濃
度
の
塩
化
物
イ
オ
ン
（
塩
水
）

が
検
出
さ
れ
た
が
、
市
の
対
応
は
。

市
長
　
有
害
物
質
は
環
境
基
準
を
超
え

て
い
な
い
。
地
域
住
民
の
安
全
を
最
優

先
に
、
千
葉
県
の
審
査
結
果
を
見
極
め

た
上
で
指
導
・
監
視
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
自
然
を
活
用
し
た
、
こ
の
処
分
場

の
形
態
は
、
本
当
に
安
全
か
。

経
環
部
長
　
こ
の
処
分
場
は
天
然
の
岩

盤
を
利
用
し
、
下
流
側
に
遮
水
シ
ー
ト

を
張
っ
て
堰
堤
を
つ
く
り
、
廃
棄
物
を

埋
め
て
い
る
。
岩
盤
の
安
全
性
は
、
国

の
基
準
よ
り
厳
し
い
千
葉
県
の
基
準
に

基
づ
い
て
い
る
。

問
　
こ
の
大
平
興
産
か
ら
の
寄
付
金
の

内
容
と
、
そ
の
総
額
は
。
ま
た
地
元
雇

用
の
人
数
は
。

経
環
部
長
　
市
政
振
興
で
１
億
９
千
５

百
万
、
環
境
保
全
対
策
で
２
千
８
百
万
、

教
育
振
興
で
４
千
　
万
、
総
額
２
億
６

10

千
３
１
０
万
円
で
す
。
地
元
雇
用
は
　35

名
。

問
　
熊
本
県
南
部
の
水
俣
病
の
歴
史
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
、
市
民
の
こ
と
を
考
え

た
な
ら
ば
、
慎
重
に
は
慎
重
を
期
し
て

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

経
環
部
長
　
市
民
の
健
康
と
安
全
な
生

活
を
第
一
に
考
え
、
実
態
を
十
分
把
握

し
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

問
　
観
光
振
興
の
一
環
と
し
て
ト
イ
レ

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長
　
年
間
２
７
３
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
富
津
市
。
従
来
の
ト
イ
レ

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
た
め
に
も
美
化

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
観
光
施
設
の
ト
イ
レ
の
現
状
は
。

経
環
部
長
　
常
設
の
う
ち
水
洗
式
は
　43

棟
４
０
１
基
、
く
み
取
り
式
は
６
棟
　22

基
あ
り
、
富
津
、
大
貫
中
央
、
新
舞
子

海
水
浴
場
と
市
民
の
森
に
あ
る
。

問
　
従
来
の
公
衆
ト
イ
レ
の
役
割
り
を

果
た
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
コ
ン
ビ

ニ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
地
域
差
も
あ
る
が
約
半

数
の
お
客
が
ト
イ
レ
だ
け
使
い
帰
る
と

あ
っ
た
。
市
と
し
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
だ
け
で
も
支
給
で
き
な
い
か
。

経
環
部
長
　
現
時
点
で
は
難
し
い
。

大
堀
地
区
の

諸
問
題
に
つ
い
て

大堀地先の現状

既に埋立が完了した大塚山第二処分場か

ら下流側を見る。右下の四角い水槽近く

の観測用井戸から、高濃度の塩化物イオ

ンが検出された。

藤川　正美

議員

平野　良一

議員
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乳
幼
児
医
療
費
助
成
を

３
才
未
満
か
ら

小
学
校
入
学
前
ま
で
に

鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫鮫

議議議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会会会 改改改改改改改改改改改改改改改改 革革革革革革革革革革革革革革革革 推推推推推推推推推推推推推推推推 進進進進進進進進進進進進進進進進 研研研研研研研研研研研研研研研研 究究究究究究究究究究究究究究究究 会会会会会会会会会会会会会会会会 のののののののののののののののの 報報報報報報報報報報報報報報報報議会改革推進研究会の報 告告告告告告告告告告告告告告告告告

問
　
こ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
千
葉
県

は
、
今
ま
で
３
才
児
か
ら
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
子
供
に
は
入
院
７
日
以
上
を

助
成
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

８
月
か
ら
入
院
１
日
以
上
も
対
象
と
す

る
制
度
の
拡
充
を
し
ま
し
た
。
富
津
市

で
も
、
助
成
対
象
を
現
行
の
３
才
未
満

の
入
通
院
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
拡

充
し
予
算
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
本
助
成
制
度
は
、
平
成
　
年
度

15

か
ら
市
が
直
接
医
療
機
関
に
医
療
費
を

支
払
う
現
物
給
付
の
県
補
助
事
業
で
あ

り
、
助
成
範
囲
は
、
市
民
税
所
得
割
課
税

世
帯
は
通
院
１
日
１
回
２
０
０
円
入
院

１
日
に
つ
き
２
０
０
円
の
窓
口
負
担
で
、

均
等
割
課
税
世
帯
は
入
院
、
通
院
と
も

に
無
料
の
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
３
才
以
上
か
ら
小
学
校
入
学

前
の
幼
児
に
つ
い
て
は
７
日
以
上
の
継

続
入
院
に
限
り
助
成
す
る
も
の
で
し
た

が
、
県
の
改
正
に
合
わ
せ
て
、
本
年
８
月

１
日
か
ら
当
市
も
３
才
以
上
の
幼
児
１

日
以
上
の
入
院
の
助
成
へ
と
拡
充
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
助
成
制

度
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
本
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
の
近
隣

３
市
の
状
況
は
。
小
学
校
入
学
前
ま
で

実
施
し
た
場
合
の
対
象
者
は
何
人
く
ら

い
か
。
概
算
費
用
は
ど
の
位
に
な
る
か
。

福
祉
部
長
　
木
更
津
市
・
君
津
市
は
、
入

学
前
ま
で
入
院
・
通
院
を
含
め
て
８
月
か

ら
補
助
対
象
に
し
て
い
る
。

袖
ヶ
浦
市
は
、
既
に
平
成
　
年
か
ら
実

14

施
し
て
い
る
。
富
津
市
の
対
象
者
は
０

才
か
ら
入
学
前
の
数
で
１
９
６
０
人
と

把
握
し
て
い
る
。
費
用
の
点
で
は
、
総

事
業
費
で
現
在
の
約
２
倍
を
想
定
し
て

い
る
。

岩﨑　二郎

議員

現
在
、
市
長
部
局
の
設
置
す
る
多

く
の
審
議
会
等
に
議
員
が
委
員
と

し
て
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
長

部
局
と
市
議
会
の
独
立
性
や
法

律
・
条
例
の
問
題
、
経
費
の
問
題

な
ど
を
考
え
、
選
出
の
廃
止
や
定

数
の
削
減
、
内
容
の
改
善
な
ど
の

見
直
し
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
で
期
間
の
限
ら
れ
た
事
業

な
ど
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
議
会

に
お
い
て
も
っ
と
事
業
内
容
の
精

査
を
図
る
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、

弾
力
的
に
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

本
会
議
や
委
員
会
を
傍
聴
し
や
す

く
す
る
た
め
に
傍
聴
規
則
の
改
正

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
議
会
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
動
画
配
信
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
調
査
検
討
中
で
す
。

市
議
会
の
議
事
録
は
速
記
者
の
記

録
と
録
音
テ
ー
プ
を
も
と
に
作
成

し
て
い
ま
す
。
経
費
節
減
の
観
点

か
ら
速
記
者
の
廃
止
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成15年度から制度変更で

受診者が増加しています。

審
議
会
・
委
員
会
へ
の

議
員
の
選
出

８
月
　
日
，
９
月
　
日
に
議
会
改
革
推
進
研
究
会
を
開
催
し

18

26

ま
し
た
。現
在
、
調
査
・
検
討
中
の
主
な
課
題
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

特
別
委
員
会
の
設
置
基
準

傍
聴
規
則
の
改
正

議
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

議
事
録
作
成
の
経
費
節
減

乳幼児医療費助成実績表

金  額受診者数年　度

10,850千円304人平成12年度

11,184千円604人平成13年度

15,223千円547人平成14年度

25,102千円1,518人平成15年度

24,170千円1,354人平成16年度

23,615千円1,294人平成17年度

３才児検診風景
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平成14年度　校舎改築の事前調査費（耐震診断） 787万５千円

平成15年度　校舎改築の事前調査費（耐力度調査） 210万円

平成16年度　基本設計業務 1,554万円

平成17年度　実施設計業務 2,887万５千円

平成17年12月　　　総務教育常任委員会で初めて改築内容の説明

がある。

平成18年２月　　　全議員に対して初めて改築内容の説明がある。

平成18年３月27日　３月定例議会中の予算審査特別委員会委員長

報告の討論中に修正案の取り扱い方で紛糾し

休憩となり、その後に何も手続きがなく、午

後５時をまわってしまい流会となる。

　　　　３月29日　第１回臨時会を開催。冒頭、議長選が行われ、

新議長のもと、富津中学校改築の予算が含ま

れている平成18年度富津市一般会計予算につ

いて活発な討議が交わされ、その結果、賛成

過半数以上の多数で修正案が可決される。こ

れにより中学校改築については、見直し設計

料として１千万円だけが可決される。

７月24日　教育福祉常任委員会協議会が開催され、教育

委員会より「富津中学校校舎改築比較検討書」

が提出され説明がある。

７月31日　教育福祉常任委員会協議会が開催され、「富

津中学校校舎改築基本設計検討委員会会議

録」についての質疑があり、最後に、教育長

より原案でお願いしたいとの発言がある。

９月１日　９月定例議会が開会。

９月８日　本会議にて富津中学校校舎改築の予算が含ま

れている「議案第28号平成18年度富津市一般

会計補正予算（第３号）」が追加提出される。

９月13日　教育福祉常任員会で「議案第28号」が全員の

賛成で承認される。

９月26日　本会議最終日で「議案第28号」が反対・賛成

の討論の末、賛成多数で可決される。富津中

学校校舎改築は多目的広場にドーム設置で進

むことになる。

（実質見直し設計料は493万５千円でした）

＊紙面の都合で大まかな流れしか記述されておりません。

詳しい討論の内容等が知りたい方は、ぜひ富津市のホー

ムページの富津市議会会議録や、市役所などに置いてあ

る議会会議録をご覧ください。

　
富
津
市
高
溝
の
民
間
の
処
分
場

か
ら
水
漏
れ
が
確
認
さ
れ
、
本
年

８
月
に
富
津
市
議
会
に
千
葉
県
担

当
者
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
か
ら
大
平
興
産
㈱

に
処
分
場
の
改
善
が
勧
告
さ
れ
ま

し
た
。

改
善
勧
告
内
容

茨
処
分
場
保
有
水
漏
洩
の
原
因
究
明

芋
処
分
場
内
保
有
水
が
漏
洩
し
な

い
よ
う
対
策
の
実
施

鰯
改
善
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
廃

棄
物
の
埋
立
て
処
分
の
停
止

　
議
会
と
し
て
も
富
津
市
の

環
境
に
つ
い
て
最
重
要
課
題

と
し
て
対
応
す
る
よ
う
に
申

し
入
れ
ま
し
た
。

大平興産㈱管理型最終処分場保有水の 漏洩 について
ろ う え い

※塩化物イオンは塩化ナトリウムなど

富富津中学富津中学校校
校舎改築へ校舎改築へのの
道道みちのり程程

　
水
質
検
査
は
次
の
表
の
と
お
り

で
す
。

平成18年７月11日（県立入検査）平成17年８月４日
（事業者測定）
下流観測井

検　査　項　目
上流観測井下流観測井

201,9001,500塩化物イオン濃度（mg/渥）

40748610電気伝導率（mS/m）

超過なし超過なし超過なし
地下水等検査22項目
（有害物質環境基準）

水漏れのあった処分場の下流観測井
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議
員
自
ら
原
稿
を
書
き

　
議
員
自
ら
原
稿
を
書
き
、、

制
作
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

３
号
を
重
ね
、
更
に
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
か
ら
Ａ
４
の
大
き
さ

に
な
っ
て
３
号
目
を
迎
え
た
。

表
紙
も
カ
ラ
ー
刷
り
に
な
り

充
実
し
て
き
た
。
ハ
ー
ド
面

は
整
っ
た
の
で
、
い
よ
い
よ

こ
れ
か
ら
は
内
容
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　
議
員
に
な
っ
て
２
年
が
過

ぎ
た
。
最
初
の
数
カ
月
間
は

外
国
語
の
世
界
に
い
る
よ
う

で
、
使
わ
れ
る
言
葉
が
よ
く

理
解
で
き
な
か
っ
た
。
や
っ

と
最
近
に
な
っ
て
全
体
像
が

見
え
て
き
た
。
こ
の
最
初
の

時
の
体
験
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
わ
か
り
や
す
い
編
集
に

心
掛
け
、
目
標
の
「
広
報

ふ
っ
つ
」
を
抜
き
た
い
。　

（
ふ
じ
）

ぜ
ひ
、
議
会
傍
聴
に
！

　
月
定
例
会
日
程
予
定

12１
日
画
　
時
　
開
会

10

　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程

５
日
峨
　
時
　
一
般
質
問

10

６
日
我
　
時
　
一
般
質
問

10

７
日
牙
　
　
　
予
備
日

８
日
画
　
時
　
議
案
質
疑

10

　
日
我
　
　
　
委
員
会

13　
日
牙
　
　
　
委
員
会

14　
日
画
　
　
　
委
員
会

15　
日
我
　
時
　
委
員
長
報
告

20

10

　
　
　
　
　
　
議
案
審
査

　
　
　
　
　
　
閉
会

企業誘致対策特別委員会では、９月25日、富津市内に進出決定になっている企業の

現地視察を行いました。いよいよ建設が始まった企業や、試験操業に向け機械設備

が進められている会社、操業が始まっている工場などを見学してきました。ここで

は代表的な企業等をご紹介します。委員長／鈴木幹雄

（株）アイ・テック
本社：静岡県静岡市清水区三保387－７

事業内容：鋼材の製造加工販売

所在地：新富33番３

投下資本：65億円

着工：平成18年９月１日

操業：平成19年５月予定

○当初の現地採用は27～28名位。将来は80名位（３交代）を考えている。

全国に支店・営業所が20カ所あり、工場は８カ所。５千㌧級の自社岸

壁を持つ富津の工場は社内でも最大規模となる。工場を白色で統一し、

事務所もアメリカのホワイトハウスを模して造る予定。

リパレット（株）
本社：我孫子市中峠台７－11

事業内容：廃プラスチックを

リサイクルし、パレット（物

置台）を製造し販売

所在地：新富87番２

投下資本：17億1,900万円

着工：平成18年４月

操業：平成19年４月予定

日本ドラム（株）
本社：神奈川県横浜市金沢区富岡東２－４－65

事業内容：スチール、ステンレス製ドラム缶の更生・販売

所在地：新富72番15

投下資本：18億5,500万円

着工：平成18年２月

操業：平成18年10月13日

外観が整形され、内部の洗浄も終わり、

顧客別に塗装され出荷されます。

手前はステンレス缶。

企業誘致の
現状リポート

基礎工事が始まった建設現基礎工事が始まった建設現場場

本社ビ本社ビルル


